





























とあるのは、朱雀院が落葉の宮に対して出家 ついて意見を述べるくだりで、世の中が嫌になったからといって出家するのは外聞が悪い。自分で決 するところがあって、より落ち着いて、冷静になってからなら出家してもよ という考えで、心澄ますこと自体 仏道に通うことであった。幻巻に、
　「独り住みは、ことに変ることなけれど、あやしうさうざうしくこそありけれ 深き山住みせんにも、かくて身を馴らはしたらむは、こよなう心澄みぬべきわざなりけり」などのたまひて、








































































































































































































































































































































○水による… 「養老」 （たきつ心を澄ましつつ） 、 「井筒」 （暁ごとの閼伽の水、 月もこころや澄ますらん） 、 世阿弥 「融」（心も澄める水の面に） 、金春禅竹「芭蕉」 （仏事をなすや寺井の底の、心も澄める折からに） 、 「賀茂」 （清き心に澄む水の） 、 「仏原」 （心の水の濁を澄まして）
○月による…「松風」 （月に心 須磨の浦） 、 「井筒 （月もこころや澄ますらん） 、世阿弥「姨捨」 （心もすみて夜も
すがら。三五夜中の新月の色） 、金春禅竹「小督」 （秋の空・名月） 、 「三井寺」 （明月に向つて心を澄まいて） 、












世阿弥「高野物狂」 （鳧鐘鈴の声） 、世阿弥作か「須磨源氏」 （磯枕） 、金春禅竹「定家」 （時雨の亭に住んだ定家の心） 、
観世信光「皇帝」 （宮中のしずまり） 、 「野宮」 （嵯峨の野宮） 、 「巴」 （流水心無うして） 、 「天鼓」 （鼓の声） 、 「源氏供養」（鐘の声） 、 「梅枝」 （独居の生活） 、 「初雪」 （法事） 、 「大会」 （禅観の窓） 、 「現在七面」 （読誦）　
このように謡曲においては、世阿弥の能で「心澄む」がよく用いられ、これの影響があるためか後の謡曲にもよく
見られる表現となっている。これは室町時代の人々の好みとも、また能がもともと宗教的な世界を志向して神聖な空間を求める傾向が強いからとも思わ る。 「芭蕉」の場合は仏事において「心澄む」 している面も強い。これの反対の表現としては、 「心濁る」があり、観世元雅の謡曲「歌占」など 見える。　
ところで能においてはこれまでの例では、心澄む神聖な空間は、水・月・寺社と う場などによって構成されてい















































































ちかき御すゑなりけり。この御なが の殿原、み 管絃には好士にてをはします。…いみじきすき人にてをはしましけり。 （巻二・孝博門弟等事）
などとある。音楽は和歌とはまた異なった、夢中になって心奪われる世界で、そこに数奇の精神が生まれ、 「心澄む」状況が生じ、ここからも仏道に近づけるものでもあった。　








































（（） 「水鏡─紀貫之と世阿弥─」 「国語通信」三一四号、平成二年四月。 『宴の身体』 （岩波書店）所収。
（
（9）以下、日本古典文学大系による。
（
（0）新編日本古典文学全集『謡曲集』 （小学館）の現代語訳による。
（
（（） 『元和卯月本
　
謡曲百番（全） 』 （笠間書院）による。
（
（（）日本古典文学大系による。
（
（（） 『元和卯月本
　
謡曲百番（全） 』による。
（
（（）新編日本古典文学全集『謡曲集』 （小学館）による。
（
（（）新日本古典文学大系『謡曲百番』 （岩波書店）による。
（
（（）中世の文学 三弥井書店 による。
（
（（）注
（（）に同じ。
（
（（）以下、岩佐美代子『校注
　
文机談』 （笠間書院）による。
